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世界の風車設備容量の順位 



風力エネルギーの賦存量マップ 

 

•環境省平成２２年度 再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査 報告書 より 
•導入ポテンシャルとして、陸上280GW、洋上1600GWと試算されている。 
•経済的に実現可能なシナリオでは、陸上273GW、洋上141GWとされる。 
 



国内の洋上風力 



Source: METI 

国内の洋上ウィンドファームの計画 



日本と世界の相違 
• 世界の設備総容量400GWに対して3GW弱 
• 洋上風力も10GWに対して0.05GW 
• 価格の問題：陸上22円/kWh, 洋上36円（世界は陸
上10円以下、洋上20円程度） 

• 社会受容性：容易な港湾地域で進む。上限1GW
程度。さらなる発展には一般海域での展開が必須 

• ゾーニング：将来を見据えた議論が必要 
• 規模感：産業界が投資できる適切な規模が必要 
• 国の目標は、2030年風力10GW弱（電力1.7％）、
洋上風力は1GW以下・・・ 
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